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研究成果の概要：本研究では従来手薄であった化学的視点からの藍関連教材として、藍の乾燥

葉を水で抽出し、得られた抽出物に市販の検査薬などを用いて、植物としての藍が持つさまざ

まな生理活性物質の存在を理解する方法を考案した。こうした化学的な方法に加え、歴史的な

視点として、古くから津軽地方で藍がお茶として引用されたこと、あるいは近代以降、薬とし

ても用いられたことについても、発掘した資料に基づいて教材化を行った。 

 
 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 700,000 210,000 910,000 

2008 年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 1,200,000 360,000 1,560,000 

 

 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：教育学・教科教育学 

キーワード：文理融合、地域理解、学習教材の開発、津軽 

 
 
１．研究開始当初の背景 

 本研究を構想した当時の学校現場では、

2000年から始まった「総合的な学習の時間」

を利用して、児童生徒が居住する地域に関す

る理解を深める学習が数多く行われていた。

津軽地方の場合は、管内の小中学校において、

弘前藩の歴史や町並みを学んだり、地域の農

業試験場や工場の見学、あるいはリンゴなど 

地域の特産物について子供たちが調べたこ

とをまとめたりするなどの試みが見受けら

れた。しかしその際に、子供たちが学習する

際の手がかりとなる児童生徒向けの学習教

材が、やや限られていたことが問題点だった。 

 地域研究としての津軽に関連する研究は、

自然科学系も人文系も豊かな研究業績が積



み重ねられている。自然科学系については、

弘前大学および青森県内各試験場などで地

域の産業振興にむけた研究が進められ、農業

的生産拡大だけではなく、地域の産物による

医薬品開発などの方向でも多くの成果が生

み出されている。また、人文系の歴史分野で

は、1996年に始まった青森県史の編さん事業

を核として、従来の後進地的歴史観にとらわ

れない、新しいイメージの青森像が明らかに

されている。特に近世以来青森県歴史文化の

中心地であった弘前については近世弘前藩

の庶民の在り方から津軽地方近代化のプロ

セスに関するまで新しい研究成果が次々と

発表されてきている（長谷川成一『弘前藩』

（吉川弘文館、2004）、浪川健治『近世北奥

社会と民衆』（吉川弘文館、2004）、北原かな

子『洋学受容と地方の近代—津軽東奥義塾を

中心に—』（岩田書院、2002）など）。しかし

こうした最新の研究成果も、学校現場との架

け橋になるカリキュラムなどが未開発であ

るため、子供たちの総合学習では生かされに

くいのが現状だった。特に、自然科学的内容

を学びつつ、背景となる歴史的理解を深める

ような、文理融合型の方向性を持った学習実

践も、ほとんど行われていなかった。 

 以上のことから、本研究課題を構想し、特

に津軽地方で古くから栽培されてきた藍に

焦点を当てることとした。その理由は以下に、

歴史的側面と科学的側面の2つの方向から述

べるとおりである。 

(1) 歴史的側面 

津軽地方では旧弘前藩時代から藍染めが

行われ、藩政期には現在の弘前市紺屋町を中

心に100件以上の染め工場があった。この藍

染めの原料となる藍は、弘前近郊の藤崎町を

中心に栽培されていた。明治維新および廃藩

置県の激動期に、弘前藩は士族の帰農策をと

ったことから、旧弘前藩士は近郊の地域に移

住したが、このとき、藤崎町に移住した士族

たちは、後に津軽地方のみならず青森県の近

代化の過程において、産業開発に大きな役割

を果たした。特にリンゴの生産に関しての貢

献度は大きく、明治10年代に藤崎町を中心に

設立された敬業社のメンバーによって、リン

ゴ生産は津軽全域に広がり、現在の青森県基

幹産業の礎となったことは、この地方の歴史

の中ではよく知られている。しかし、このと

きのリンゴ産業開発に貢献したメンバーの

多くが、リンゴの前に藤崎で藍染めに取り組

んだことは、現在ではほとんどしられていな

い。実際には、廃藩置県後の困窮した生活状

況にあった士族たちが、国の殖産工業政策の

中で地域の産業育成のためにさまざまな可

能性に挑んでおり、藍染めもリンゴもその一

環だった。さらに、津軽地方では、他地方に

さきがけて明治初年から外国人教師を旧藩

校である私学東奥義塾に招聘してきていた

が、この外国人教師たちも、津軽地方で士族

による藍染めへの取り組みに関わっていた

とみられ、津軽地方で藍染めの方法を習った

という記録を残している。こうした歴史的な

内容に関わる事柄は、青森県の近世から近代

への移り変わりの中での、旧弘前藩士たちの

産業開発にかかわるさまざまな活動および

外国人教師との交流という国際性も併せ持

つきわめて興味深いものであると考えられ

る。 

(2) 科学的側面 

藍草を用いる藍染めには二つの方法があ

る。一つは生葉を用いたもので、もう一つは

乾燥葉を用いたものである。生葉を用いた藍

染めは、文字通り生の藍の葉を使うものであ

ることから、春先に藍を植え、育て、刈り取

り、刈り取った葉を用いて布を染める。従っ

て、生葉による藍染めの一連の過程には、植

物の栽培や育成、さらに染める際の美術的な



事柄までが含まれる。 

また、乾燥葉を用いたものは、藍の葉に加え、

還元剤を用いて藍染めを行う。この際、有機

物質は水に溶けないことから、還元試薬を用

いていったんインジゴをロイコインジゴに

還元するプロセスを含む。従って、試薬の用

い方など、実験の基本的な手法を学びながら

の藍染めを学ぶことができる。生葉染めと乾

燥葉染めは、それぞれメリットデメリットが

あるが、生葉染めの場合は栽培などの体験を

幅広く含む一方で、季節が限定される。乾燥

葉染めは栽培は含まれないが、季節を問わず

染めが可能である。また、双方とも最初から

紺色ではなく、そのプロセスの中での物質の

状況により色が変わっていき、これも子供た

ちの関心を引きつつ化学物質というものを

理解させるのに適した教材になると思われ

る。 

 
２．研究の目的 

 上記のことから、本研究では自然科学系及

び人文系の最新研究成果に学びつつ、これら

を学校現場で利用しやすいような、地域理解

のための文理融合型カリキュラム・教材の考

案を最大の目的とした。特色としては、子供

たちが地域の農産物に関連して実際に自然

科学的研究手法を体験しつつ、その産物にま

つわる背景的歴史文化を学ぶという文理融

合型の手法を取ることである。   

 本研究の全体構造としては、津軽地方のみ

ならず、地域理解プログラムの一つのモデル

ケースとなる方向をめざすものだが、前述の

ように、その第一歩として、今回の科学研究

費交付期間においては、南津軽郡藤崎町を中

心として古くから栽培されてきた藍および

藍染めの教材開発を目的とした。 

 
３．研究の方法 

研究全体の構想としては、(1)これまでの津

軽に関連する諸研究の教材性の研究と(2)小

中高の児童生徒向けの教材指導計画及び教

材案開発の二つを主要な柱とした。(1)に関

しては、リンゴやニンニク、藍など青森県や

津軽地方の農産物を対象として、地域の自然

条件の中での生育状況および産業としての

活用、および歴史的背景も学べるような方向

で教材化を企画している。(2)に関しては、

小中高それぞれの状況に応じて、それぞれの

発達段階やレディネスの状況に合わせた教

材の考案を試みることとした。 

 今回の科学研究費交付期間では、前述のよ

うに、津軽の藍染めを研究の中心においたが、 

藍染に関しては、徳島の阿波藍が良く知られ

ている。特に近世期においては国内でもトッ

プクラスの生産を誇り、その手法は近代にお

いても他地域のモデルであった。各地から請

われて指導に出向いたものも多く、津軽地方

にも徳島から指導者が来ていた記録がある 

 そこで、2007年度は、津軽藍を教材化する

にあたり、藍に関する教育の先進地である徳

島での教育事情の視察および歴史的資料の

収集もおこなった。それにより、明治維新期

および殖産興業期における徳島での藍産業

の状況およびそれと津軽地方との関わりに

ついての基礎的資料を収集した。また、徳島

県藍住町の各小学校や徳島市内での中学校

や高校において、藍についてどのように教材

化し、学校の年間活動の中に取り入れている

かについても、情報を収集した。 

 以上に基づき、2008年度は、小中学校にお

いて近代以降の藍の歴史および藍の持つ薬

効などの化学的要素をどのように取り入れ

ていくかという具体的プランの考案を行っ

た。これは、従来行われていた藍に関する教

材の先行研究レビュー、および徳島での教育

事情視察の結果、藍に関する教材は「藍染」

に集中しており、歴史的事実を授業に取り入



れ、かつ「染め」の実践を行う視点は充実し

ていたものの、植物である「藍」に視点を据

えて、その薬効など、「染め」以外のさまざ

まな要素に目を向けた教材はほとんど見受

けられないことがわかったからである。その

ため、研究協力者である沖館中学校教諭熊澤

健一氏の協力を得て、主として化学的な視点

から植物としての藍の薬効に注目する教材

開発を行った。また、徳島県立農林水産総合

技術センター農業研究所・野菜園芸担当主任

研究員の村井恒治氏と鳴門藍住農業支援セ

ンタープロジェクト班技術主任の吉原均氏

の協力を得て、徳島県の藍に関する歴史およ

び現在の染色原料の生産状況や徳島県での

研究状況についての講演をお願いするとと

もに、学校での教材化の視点に立った討論会

をもった。 

 

４．研究成果 

 2007 年度は、徳島の教育視察および資料

収集に基づき、津軽藍ならではの教材化過

程の検討を行ったが、特に、歴史的分野に

ついていえば、徳島から明治初期に津軽地

方へも藍染めの指導者が来ていることが

青森県側の資料に残っていたことから、こ

れらの人物の具体的軌跡をつまびらかに

すべく歴史資料調査も重点的に行った。そ

の結果、歴史的内容に関する基礎資料の収

集および、小中高等学校の学校行事の枠内

での具体的展開方法の実践例の収集がで

きた。 

 また、科学分野については、藍の本場で

の実際の学校教育において、どのように藍

染めを体験させ、またその科学的効用にど

のくらい注目させているかということに

ついて、主に藍住町内の小学校および藍の

館での児童の活動の様子を視察した。 

 翌 2008 年度は、前年の結果を手がかり

として、具体的な教材開発に取り組んだ。

藍はもともと「藍染」にだけ用いられるも

のではなく、古くから様々な薬理効果が伝

えられ、薬やお茶として引用された歴史を

持つにもかかわらず、藍に関連する教材は

「藍染」中心となりがちな現状をふまえ、

従来手薄であった化学的視点からの藍関

連教材として、藍の乾燥葉を水で抽出し、

得られた抽出物に市販の検査薬などを用

いて、植物としての藍が持つさまざまな生

理活性物質の存在を理解する方法を考案

した。こうした化学的な方法に加え、歴史

的な視点として、古くから津軽地方で藍が

お茶として引用されたこと、あるいは近代

以降、薬としても用いられたことについて

も、発掘した資料に基づいて教材化を行っ

た。これらは、巻末に学校で活用できる教

材集も含めた単行本として刊行する予定

である。 
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